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Ⅰ はじめに 

養護教諭は学校に勤務し、医学的・看護的要素を有

した専門職として、児童生徒の健康課題に対応する中

心的役割を担う教育職員である 1)。養護教諭が救急処

置を行う場合には、アセスメント能力が求められる。

学校で遭遇する疾病・障害に対してフィジカルアセス

メントを行い、身体的・生理学的な問題を明らかにす

ることである。問診・視診・触診・打診・聴診などを

的確な技術と鋭い観察によって、総合的な養護診断が

できることである。そのためには、主観的情報と客観

的情報をうまく組み合わせてアセスメントすることが

極めて重要であり、その結果に基づき、適切な処置と

保健指導を行うのである 2)。 
救急処置において養護教諭の判断や対応は、一般の

医師や看護師が行う医学的処置とは異なり、医学的に

十分なものである必要はない。しかし少なくとも傷病

の判断目的に相応しい問診、視診などフィジカルアセ

スメントを適切に行う義務がある 3)。保健室には様々

な症状を訴え、児童生徒・学生が来室していることか

ら、救急処置場面において、正確な判断や対応には適

切なアセスメントを行い、身体に関する多くの情報を

得ることが必要である 4)。養護教諭が行うヘルスアセ

スメントについては、三木が「学校特有の場と環境を

踏まえ、フィジカルアセスメント、心理社会的アセス

メントに生活習慣アセスメントを加え、これを養護教

諭が行うヘルスアセスメント」と定義している 5)。 
本稿では、女子学生が保健室を訪れる症状の一つで

ある月経痛に着目した。月経は、自分の身体の状態を

教えてくれる健康のバロメーターと言われるが、月経

に対して苦痛や悩みは多い。また、子宮内膜症などの

疾病が潜んでいる可能性もある。月経痛を軽視せず、

関連する背景や要因を考慮しながらアセスメントを行

う必要がある。 
以上を踏まえ、来室の際に月経痛の適切な処置だけ

でなく、保健指導や保健教育も同時に行える手段の考

案を目的とし、月経痛の主訴と養護教諭が行う処置を

明らかにした。それを基に、処置と指導が合わせてで

きるアセスメントシートを作成した。 

 

Ⅱ 研究方法 

１．月経に関する質問紙調査 

筆者ら 6)による「女子学生の月経の経験からみた養
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護教諭が行う健康相談の必要性」の報告から、データ

を一部引用した。調査は、愛知県内の A 大学及び短期

大学部に在籍している女子大学生で、調査に協力が得

られた 349 名を対象者として、2016 年 5 月 9 日～5
月 31 日に、実施したものである。 

引用した図表は、女子学生における月経状況の中か

ら、月経中の不快症状の程度、不快症状の日常生活へ

の支障の有無、セルフケアの方法である。 
 
２．保健室利用者状況及び保健室来室記録 
 愛知県内の A 大学及び短期大学部の「平成 29 年度 

保健室利用状況報告」から、「女子学生の内科的症状別

利用状況」を抽出し、症状別に単純集計を行った。ま

た、平成 29 年度の「保健室来室記録」から、「月経痛」

を訴えて来室した者の記録を抽出し、「主訴」と「処置」、

「保健指導」をした人数を同様に単純集計した。 
 倫理的配慮として、個人が特定されないことを説明

し、学校管理者の承認を得た。 
 
３．月経痛アセスメントシートの作成 
 月経痛アセスメントシートの作成にあたっては、力

丸ら 7)が開発した「児童生徒の腹痛アセスメントシー

ト」を参考にした。質問項目と回答項目は、月経に関

する質問紙調査と保健室利用者状況及び保健室来室記

録から列挙し、処置と保健指導ができるよう検討した。 
 
Ⅲ 結果 

１．月経に関する質問紙調査 

1）月経中の不快症状の程度 

月経中の不快症状の程度を図 1 に示した。身体症状

では「お腹が痛い」「腰が痛い」程度の強い者が多く、

精神症状では「イライラする」「ゆううつになる」程度

の強い者が多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 1. 月経中の不快症状の程度 

（矢野ら 6)から引用） 

2）日常生活への支障 
月経中の日常生活への支障を図 2 に示した。「月経

前に支障がある者」は 25.4％であったのに対し、「月

経中に支障がある者」は 50.3％と増加し、半数以上の

者が日常生活に支障があることが認められた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 不快症状と日常生活への支障 
（矢野ら 6)から引用） 

 
3）セルフケア（複数回答） 

月経中の不快症状に対するセルフケアを表 1 に示し

た。「薬を飲む」「横になる」が 50%前後と最も多く、

「腹部の保温」、「睡眠を十分にとる」、「気分転換をす 
る」、「暖かい服装」、「身体を動かす」と続いていた。

「病院に行く」は極僅かしかいなかった。一方、セル

フケアをせずに「がまんする」は 40%以上もおり、「何

もしない」は 25％であった。 
 

表 1. 月経中の不快症状へのセルフケア 
（矢野ら 6)から引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．保健室利用者状況及び保健室来室記録 

1)  女子学生の保健室利用状況 

女子学生の内科的症状による保健室利用者数と割合

を表 2に示した。月経痛での来室は 21 件で全体の

14.2％を占め、症状別で来室が 3番目に多かった。 

質問項目 人数（％） 

薬を飲む 189（56.8） 

横になる 156（46.8） 

がまんする 146（43.8） 

腹部の保温  88（26.4） 

何もしない  86（25.8） 

睡眠を十分にとる  53（15.9） 

気分転換をする  40（12.0） 

暖かい服装  38（11.4） 

身体を動かす  20（ 6.0） 

病院に行く   1（ 0.3） 

その他  11（ 3.3） 
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表 2. 女子学生の内科的症状による 

保健室利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） 月経痛を訴えて来室した学生の主訴と処置及び保

健指導 

 月経痛を訴えて来室した学生の主訴と処置及び保健

指導をした人数を表 3に示した。主訴は、「腹痛」が最

も多く 61.9％、「薬が欲しい」14.2％、「吐き気（嘔吐）」

「悪心」9.5％、「腰痛」4.7％であった。養護教諭は、

「腹痛」の症状を訴えた者には、「ベッドで休養」「保

温」「投薬」の処置をし、「医療受診を勧めた」者もい

る一方で、処置を「しない」者もいた。「薬が欲しい」

と訴えた者には全員「投薬」をした。「吐き気（嘔吐）」

を訴えた者には「ベッドで休養」するだけでなく「保

温」の処置や「投薬」あるいは「自分の薬を服用」さ

せた。また、「親の迎え」を指示した者もいた。「悪心」

を訴えた者は全員「ベッドで休養」させ、一人には「投

薬」した。「腰痛」を訴えた者は「保温」の処置をした。 

 

３．月経痛アセスメントシートの作成 

 作成したアセスメントシートを表 4 に示した。シー

トの構成は、学生本人が記入する欄と養護教諭が記入

する欄に分けた。月経痛の状況を「症状や痛み（主症

状と痛みのレベル）」「本人の意向（希望処置、薬につ

いて）」で質問した。痛みのレベルは、フェイススケー

ルを用いた。生活習慣要因を「生活について（食事、

睡眠、アルバイト、ストレス）」、月経状況を「月経に

ついて（周期、頻度、医療受診の有無）」で質問した。 

養護教諭記入欄は「来室方法」「バイタルチェック（顔

色、体温、脈拍、血圧、呼吸の様子）」、「処置（ベッド

で休養、投薬、保温、帰宅、特になし、その他）、「特

記事項」とした。 

 

Ⅳ 考察 

 来室記録からみると、月経痛を訴えて来室した者の

主訴は腹痛が最も多かった。筆者ら 6)の女子学生に行

った月経に関する報告でも、同様に、月経中に「お腹

が痛い」程度の強い者が最も多いことが認められてい 

表 3. 月経痛を訴えて来室した女子学生の主訴と 

処置及び保健指導（処置は複数） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る。若年女性における月経痛のほとんどは、子宮内膜

から分泌されるプロスタグランジンによって子宮の筋

肉や血管が過度に収縮することや、子宮頚管の狭さに

より、排出される月経血の刺激などが月経痛の原因に

なっている 8)。この場合の処置は、保温するなどの生

活上のケアが推奨されている。一方、器質性の異常で

ある子宮内膜症は、ある周期を境に月経痛が起こり始

め、その後月経を重ねるごとに強くなっていくのが特

徴である。来室者が、痛みの程度が強い、頻回に来室

する、薬を服用しても効果がない場合は、子宮内膜症

の可能性が高いことが推察される。養護教諭の観点で

アセスメントを行い、判断し、専門医を受診するよう

指導する必要がある。来室記録から「痛みがひどく教

室で動けなくなり、車いすで迎えに行った」という事

例もあり、痛みの程度は来室状況からもチェックが可

能であり、痛みの程度を知る有用な情報となると思わ

れる。他の記載項目のバイタルチェック、主観的な痛

みの程度を示すフェイススケール、医療受診の有無の

情報を活用すると、さらに痛みの状況を詳細に把握で

き、これらは、保健室で対症療法をするか、専門医療

機関に受診させるかの判断基準として使用し得ると考

えられる。 

(ｎ=147) 

項　目 人数（％）

咽頭痛 37（25.1）

倦怠感 24（16.3）

月経痛 21（14.2）

頭　 痛 21（14.2）

悪　 心 14（9.5）

腹　 痛 13（8.8）

熱中症 5（3.4）

その他 12（8.1）

ｎ=21　　

主訴 処置（複数） 人（％）

ベッドで休養 10（76.9）

保温 2（15.4）

投薬 2（15.4）

医療受診を勧める 1（7.7）

何もしない 1（7.7）

薬が欲しい

3人

（14.2）

投薬 3（100）

ベッドで休養 2（100）

保温 1（50）

投薬 1（50）

自分の薬を服用 1（50）

親の迎え 1（50）

ベッドで休養 2（100）

投薬 1（50）

腰　痛

1人

（4.7）

保温 1（100）

悪　心

2人

（9.5）

吐き気

（嘔吐）

2人

（9.5）

腹　痛

13人

（61.9）
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来室記録からみると、来室者の主訴では腹痛に次い

で、月経痛で「薬が欲しい」と訴えている者が多く、

また、様々な主訴における希望処置でも、「薬が欲しい」

と申し出る者は多かった。筆者ら 6)の女子学生に行っ

た月経に関する調査においても、セルフケアで最も多

かったのが「薬を飲む」であり、同様な結果が得られ

ている。薬の使用は月経痛を緩和するためにとられる

対症療法であるが、適正に使用しないと効果がなかっ

たり、副作用を起こす恐れがある。大川ら 9)が大学生

を対象に月経痛の対処法についての調査では、不確か

な知識で鎮痛剤を使用している者が多く、大学生は薬

に対して無知であることを指摘している。「月経痛は我

慢すべき」「薬を飲むと癖になる」という考えを持つ者

も少なくない 8)。アセスメントシートの薬についての

項目で、服薬状況や薬の知識、薬に対する思い込みを

詳細に聞くことにより、学生に薬の基礎知識や有効性

を指導し、誤った情報や不安感などを拭いさせ、月経

痛に対する基本姿勢を指導する有効な機会となる可能

性が推察される。  
 甲斐村ら 10)は、月経随伴症状を軽減し QOL を向上

させるためには、生活習慣を整えることが有効である

と指摘している。月経期をより快適に過ごすためには、

適切な生活習慣の確立が重要であることが推察されて

いる。アセスメントシートの項目に、月経痛と関係が

あると報告されている食行動、栄養状態、睡眠、アル

バイト、ストレス、悩み事などの生活要因を記入させ、

それに対して保健指導をすることは、月経痛のみなら

ず、生活習慣が根本にある、他の症状の改善にも有効

であることが考えられる。今回作成した、救急処置と

保健指導を合わせて行えるアセスメントシートを用い

ることにより、養護教諭が行う月経痛の救急処置が、

教育の場でより適切に機能する可能性が示唆される。 
  
Ⅴ 結論 

来室の際に月経痛の適切な処置だけでなく、保健指

導や保健教育も同時に行える手段の考案を目的とし、

月経痛アセスメントシートを作成した。 

1．月経に関する先行調査により、月経痛では「腹痛」

が主な症状であり、日常生活に支障があることが認

められ、薬を飲む、横になるといったセルフケアを

していた。 

2．来室記録より、月経痛の主訴は「腹痛」、「薬が欲し

い」であることが明らかにされた。 

3．来室記録より、養護教諭は、「ベッドで休養」「保温」

「投薬」の処置をし、「医療受診を勧めた」者もいた。 

4. アセスメントシートは、処置と保健指導が合わせて

行えるように、問診と処置、薬や月経状況、生活習

慣などから構成され、状況が簡潔に判断でき、指導 

に簡便に利用できるシートを作成した。   
 今後、実際に救急処置場面で月経痛アセスメントシ

ートを使用し、修正を加えながら改善することが必要

とされる。月経のみならず、他の症状にも汎用性があ

るアセスメントシートの作成を目指したい。 
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表 4. 月経痛アセスメントシート 

 

  

学

生

が

記

入 

月経痛 

アセスメントシート 

大学 ・ 短大  学生番号            

氏名                       

来室日時    年  月  日（  ） 

   時   分～   時   分 

項   目 回答項目（該当するものに〇を付けてください 

症

状

や

痛

み 

主症状 
●腹痛   ●悪心   ●嘔吐（吐き気）   ●腰痛   ●頭痛   ●だるい   

●イライラする  ●ゆううつ  ●その他（                         ）

痛みのレベル 

 

弱                                               強 

いつから痛いか ●少し前から     ●ずっと我慢している     ●これからもっと痛くなりそう 

本

人

の

意

向 

希望処置 
●ベッドで休養したい   ●保温    ●薬が欲しい    ●帰宅したい 

●その他（                                            ） 

薬について 

薬のアレルギーが   ●ある    ●ない    ●わからない 

●飲みたい 

●飲んでいる ＊どんな薬（                                    ）

           ＊飲んだ時間（                                   ）

●飲んでいない 

  ＊飲み忘れ            ＊飲まないようにしている 

生

活

に

つ

い

て 

服装  ●適切                 ●不適切 

食事 
 ●規則正しく食べている     ●不規則（欠食あり） 

 ●栄養バランス ＊考えている   ＊考えていない 

睡眠  ●充分とれている         ●寝不足 

アルバイト  ●している               ●していない 

ストレス  ●ない                ●ある 

悩み事  ●ない                ●ある 

月

経

に

つ

い

て 

月経周期 

現在〈   〉日目

 ●規則的（周期は･･･    日周期）  ●不規則（                    ）

 ●わからない（               ）●数え方を知らない（             ）

月経痛の頻度  ●毎回ある                  ●たまにある 

月経痛で医療

受診の経験 

●受診したことがある（                                     ） 

●受診したことがない（                                     ） 

養

護

教

諭

が

記

入 

来室状況 ●歩いて来室  ●養護教諭が出向いた  ●その他（                 ） 

バイタルチェック 
●顔色（ いつも通り / いつもと違う ） ●体温（     ℃） ●脈拍（     回）

●血圧（    /    ｍｍHg）      ●呼吸（ いつも通り  /  いつもと違う ） 

処

置 

●ベッドで休養（     ～     ） ●投薬（              ）●保温      ●特になし 

●帰宅  ●その他（                                                  ） 

特

記 

事

項 
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